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8-1 コンサルティング事業の対象集団について 
本項では、対象集団としてコンサルティング事業にご協力頂いた事業者を紹介する。 

 

 対象集団のご紹介 
対象集団を、図表 8-1-1-1 に示す。   

 
図表 8-1-1-1 対象集団 

 

 対象集団の物流概観 
対象集団の”モノ”と”情報”の流れを整理した物流概観を、図表 8-1-2-1 に示す。 

 
図表 8-1-2-1 対象集団の物流概観 
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 事業の推進体制 
コンサルティング事業の推進体制を図表 8-1-3-1 に示す。 

 

  

 
図表 8-1-3-1 事業の推進体制 
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8-2 コンサルティング事業の実施ステップ全体像 
本項では、コンサルティング事業の実施ステップ全体像を説明する。 

 

 実施ステップ全体像 
コンサルティング事業の実施ステップ全体像を、図表 8-2-1-1 に示す。 

 
図表 8-2-1-1 実施ステップ全体像 

 

 

Ａ：実態調査準備フェーズ 

   問題把握をする為のデータ準備※を対象集団に依頼させて頂くフェーズ 

   ※準備依頼項目 

自己診断チェックリストの回答     ・・・内容詳細は 8-3 

疲労蓄積度自己診断チェックリストの回答・・・内容詳細は 8-3 

運行実績データの準備         ・・・内容詳細は 8-3 

Ｂ：実態調査・要因分析フェーズ 

   整ったデータを基に問題点の分析・洗い出しをするフェーズ 

   ※分析内容 

自己診断チェックリストの分析     ・・・内容詳細は 8-4 

疲労蓄積度自己診断チェックリストの回答・・・内容詳細は 8-4 

運行実績データの分析         ・・・内容詳細は 8-4 

Ｃ：改善策決定フェーズ 

分析した問題点を解決する改善策を検討・決定するフェーズ 

     決定した改善策            ・・・内容詳細は 8-5 

D：実証実験実施・評価フェーズ 

   実証実験を通じ改善策の効果を検証 

     実証実験の結果評価          ・・・内容詳細は 8-6 

  

11 月〜 
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8-3 実態調査準備フェーズ 
本項では、実態調査を実施するために対象集団に依頼した準備項目について説明する。 

 

 自己診断チェックリスト 
８-3-1-1 自己診断チェックリストの実施目的 

長時間労働が常態化、あるいは高頻度で発生している拘束時間の業務区分を 

洗い出し、その発生原因と解決の方向性に関する「思い」を、アンケート方式で 

確認する。 

 

8-3-1-2 自己診断チェックリストにご回答いただく対象者 

自己診断チェックリストは、「発荷主」「元請運送事業者」「実運送事業者」「着荷主」の区

分ごとに作成。依頼先及び回答者の位置づけの外観を図表 8-3-1-1 に示す。 

 
図表 8-3-1-1 依頼先及び回答者の位置づけの外観 

 

 

 疲労蓄積度自己診断チェックリスト 
8-3-2-1 実施の主目的 

厚労省労働基準局が公開している「疲労蓄積度自己診断チェックリスト」を活用し、「不

規則な勤務」「深夜の勤務」といった勤務状況および、「イライラする」「へとへとだ」等の

身体症状を確認する。 

 

8-3-2-2 実施方法とご回答いただく対象者 

本対象集団の輸送に、定期的に従事するタハラ運送ドライバーに回答いただく。労働者の

疲労蓄積度自己診断チェックリストのイメージを図表 8-3-２-1 に示す。 
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図表 8-3-2-1 労働者の疲労蓄積度自己診断チェックリストのイメージ 

 

 

 

 運行実績データ 
8-3-3-1 運行実績データ準備依頼の目的 

徹底したデータ主義に則り、気付いていない長時間労働の発生要因を発掘。 

 

8-3-3-2 準備を依頼した運行実績データ 

①データの期間 

201８年４月 1 日～４月 30 日 

②データの原資 

今回のコンサルティング事業対象で運行している「日々の運行実績データ」 

③データ項目 

図表 8-3-３-1 にデータ項目サンプルを示す 

 

 
図表 8-3-３-1 データ項目サンプル 

 

 

 

  

1 2 3 4 時間 分 時間 分 時間 分 時間 分
1 A 2018/4/2 月 3656 京都 宝産業 3 25 45 15 30 3 25 1 30

配送先 配送
件数

拘束時間 運転時間 荷卸時間荷積時間
車番曜日運行日No 名前
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8-4 実態調査・要因分析フェーズ 
本項では、自己診断チェックリスト、疲労蓄積度自己診断チェックリストと運行実績データ

の分析結果について説明する。 

 

 自己診断チェックリストの分析対象 
8-4-1-1 分析対象の自己診断チェックリスト 

 
 

 分析の考え方 
 自己診断チェックリスト分析の考え方を図表 8-4-2-1 に示す。 

 

   
図表 8-4-2-1 自己診断チェックリスト分析の考え方 
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 自己診断チェックリストの分析結果 
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１７８ 
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 疲労蓄積度自己診断チェックリストの分析結果 

 
現在はドライバーの負担度が低い状況に抑えられているが、勤務の厳しい状況が続けば、

負担度が悪化する恐れがある。 

 

 

 運行実績データの分析結果 
 

8-4-5-1 分析対象の運行実績データ 

①データの期間 

    201８年４月 1 日～４月 30 日 

   ※但し全 14 運行自社荷を扱う 4 運行は除外した 

②データの原資 

 今回のコンサルティング事業対象で運行している「日々の運行実績データ」 

 タハラ運送様：鹿児島）阿久根工場→関西方面便（岡山、神戸、京都、名古屋） 

③データ項目 

 

 
   

  

負担度 
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8-4-5-2  運行実績データの分析結果 

 
 

 

 
 

 
運行実績データからも、改善基準告示の遵守に苦慮されていることがうかがえる。 

→拘束時間に影響を及ぼす要因を次頁以降で分析 
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 実態調査結果の総評 
 

自己診断チェックリストと運行実績データの分析によりみえた問題を、図表 8-4-6-1 に整

理する。 

 
図表 8-4-6-1 詳細実態調査でみえた問題とその想定原因 

 

実態調査では、ドライバーの「待ち時間」と「荷扱い時間」、そして「リードタイム」に関わ

る問題が主に洗い出された。 
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8-5 改善策決定フェーズ 
本項では、改善策選定のプロセスと、改善策の内容について説明する。 

 

 コンサルティング事業で実施する改善策の選定 
「8-4-実態調査・要因分析フェーズ」にて整理した問題※を踏まえ、それら問題点を解決す

る行う改善策のアイデアを対象集団の皆さまから頂いた。 
※図表 8-4-6-1 詳細実態調査でみえた問題とその想定原因参照 

頂いた改善策のアイデア(施策テーマ)を図表 8-5-1-1 に示す。 

 

 
図表 8-5-1-1 頂いた改善策のアイデア 

 

なお改善策の内容詳細については、次の通り。 
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削減対象：拘束時間の削減・運転時間の削減・休息期間の確保 
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削減対象：荷役時間の削減 
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頂いた改善策のアイデアの中から、下述によりコンサルティング事業で実施する改善策

を選定した。 

 

① 取り組みテーマ選定のビジョン 

出来る事から始め、成功体験を積み重ねる 

 

② 取り組みテーマを選定する評価指標 

   評価指標 1：緊急度 

         改善基準告示の違反がある等、早急に取り組まなければならない 

   評価指標 2：効果度 

         発生頻度が多い等、高い削減時間値が期待できる 

   評価指標 3：即効性 

         コンサルティング事業期間内で実施でき、かつ内容が分かり易く 

汎用性がある 

 

③ 評価・選定の実施要領 

  対象集団の方々に全員に、図表 8-5-1-2 に示す投票用紙にて評点付けして頂いた。 

(⒋点満点) 

 

 
図表 8-5-1-2 投票用紙 

 

   結果として、 

        No2：積込時間帯の見直し「宵積みの実施」 

        No3：積込時間帯の見直し「早朝積みの実施」 

   の 2 施策を選定した。 

   また、No1, No4, No5 については、以下の理由で採用しなかった。 

     No1：フェリー利用では岡山営業所への輸送ができず、 

代替ルートの検討が必要となるなど、影響が大きいため。 

     No4：作業要員のコストがかかる割に、削減時間が短いため 

     No5：作業要員のコストがかかる割に、削減時間が短いため 
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8-6 実証実験実施・評価フェーズ 
本項では、8-5 項記載の改善策につき、その実施内容詳細と、休息期間確保の成果について

説明する。 

 

 実証実験の概要 
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 実証実験の結果評価 

 
 

いずれの施策も、休息期間 8 時間以上の確保ができた。 
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月曜１便：阿久根工場→SZ 京都→南港ルートにて実施した朝積み 

 
 

月曜２便：阿久根工場→SZ 岡山→SZ 神戸→伊丹ルートにて実施した朝積み 
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8-7 さいごに 
本項では、コンサルティング事業の総括として、アンケート結果について説明する。 

アンケートの全体像について、図表 8-7-1 に示す。 

 
図表 8-7-1 アンケートの全体像 

 

 

 実証実験後のアンケート結果のご紹介 

 
 

以上 
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